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審査から

れ
よ
り
は
低
い
金
額
に
抑
え
て
、

選
択
し
や
す
い
よ
う
に
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
金
額
が
高
い
か
低

い
か
に
つ
い
て
は
、
麻
酔
科
医
が

関
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

を
鑑
み
ま
す
と
、
こ
の
程
度
を
頂

か
な
い
と
、
実
施
が
難
し
い
と
判

断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
委
員
　
駐
車
場
料
金
の
件
で
、

30
分
超
え
４
時
間
ま
で
の
時
間
が

百
円
増
額
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の

ぐ
ら
い
年
間
と
し
て
駐
車
場
利
用

の
収
入
が
ア
ッ
プ
す
る
の
か
。

　
施
設
用
度
課
長
　
昨
年
度
実
績

で
、
駐
車
料
金
が
年
間
約
２
千
万

円
あ
り
ま
し
た
。
今
回
２
百
円
と

い
う
こ
と
で
、
収
入
も
２
倍
の
４

千
万
円
近
く
に
な
る
と
想
定
し
て

い
ま
す
。

　
委
員
　
受
益
者
は
、
ど
う
い
う

方
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
施
設
用
度
課
長
　
基
本
的
に
は

市
民
病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

止
策
の
１
つ
と
し
て
、
来
庁
が
不

要
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
周
知
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
20
年
４

月
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
率
が
11
・
９

％
、
５
月
は
12
％
と
な
り
ま
し
て
、

19
年
度
の
７
・
９
％
と
比
べ
て
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
で
き
る
だ

け
身
近
な
場
所
で
証
明
書
を
取
得

し
た
い
と
い
う
考
え
が
市
民
の
方

々
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
機
会
に
さ
ら
に
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
利
用
促
進
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
次

に
、
見
込
み
件
数
で
す
が
、
昨
年

度
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
枚
数
は
３
万

５
千
件
程
度
で
し
た
が
、
今
年
に

関
し
て
は
、
現
時
点
で
13
％
ほ
ど

交
付
が
あ
り
、
４
万
５
千
件
ほ
ど

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
来
年
、
21

年
度
に
は
５
万
５
千
件
程
度
、
22

年
度
に
は
６
万
３
千
件
程
度
の
交

付
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
効
果
に

つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
理
由
の
と

お
り
で
す
。

町
田
市
民
病
院
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

～
無
痛
分
べ
ん
加
算
の
新
設

及
び
受
益
者
負
担
適
正
化
の

観
点
か
ら
、
市
民
病
院
駐
車

場
の
駐
車
料
金
を
改
定
～

　
委
員
　
通
常
、
市
民
病
院
で
行

わ
れ
る
普
通
の
分
娩
の
費
用
は
ど

れ
ぐ
ら
い
な
の
か
。

　
医
事
課
長
　
通
常
の
当
院
で
の

出
産
の
費
用
で
す
が
、
70
万
円
前

後
で
す
。

　
委
員
　
無
痛
分
娩
を
選
択
す
る

と
78
万
４
千
円
と
い
う
費
用
が
必

要
に
な
る
と
受
け
止
め
た
。
麻
酔

医
師
の
人
件
費
プ
ラ
ス
麻
酔
薬
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
８
万
４
千
円

と
い
う
金
額
に
つ
い
て
、
適
切
な

金
額
な
の
か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
医
事
課
長
　
近
隣
の
病
院
を
参

考
に
し
、
麻
酔
科
医
が
硬
膜
外
麻

酔
を
か
け
る
場
合
、
12
万
円
か
ら

15
万
円
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
そ

町
田
市
手
数
料
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

～
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
自

動
交
付
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

手
数
料
減
額
期
間
を
延
長
～

　
委
員
　
２
年
延
長
、
減
額
の
特

例
措
置
を
行
う
理
由
と
利
用
の
見

込
み
件
数
、
そ
れ
と
、
特
例
措
置

を
行
う
こ
と
に
よ
る
効
果
は
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
課
長
　
理

由
は
２
点
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
国
か
ら
令
和

４
年
度
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
住

民
が
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
と
い
う

想
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
さ
ら
な

る
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
手
数
料
の
減
額
を
継
続
す
る
こ

と
で
、
カ
ー
ド
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

の
１
つ
と
な
る
と
考
え
て
い
る
点

が
１
点
目
で
す
。
２
点
目
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

９月９日・１０日・１６日
に議案６件、認定２件
の審査を行いました。

９月９日・１０日・１６日
に議案７件、認定１件
の審査を行いました。総　務健康福祉

・成年後見人の需要が高まり、成年後見人等報酬費が増加している。需要に合
わせて、予算を確保するよう努められたい。
・福祉輸送サービス事業について、ニーズは高まっているものの、共同配車セ
ンター事業の運行回数が減少している。安定的にサービスを供給するため、
車両・運転手を確保するとともに、安全確保のための機器導入を早期に進め
られたい。
・民生児童委員選出に当たっては、地域内にある福祉施設などの職員等、選考
対象を幅広く検討されたい。
・ひかり療育園は、民間活力導入に当たり、これまでをしっかり総括し、利用
者・家族そして地域へのより丁寧な説明をし、民間の新しい提案や事業も取
り入れ、サービス水準の維持・向上を目指されたい。
・いきいき生活部が管理する各施設においては、電気及びガスが自由化された
ことに伴い、それへの速やかな対応を求める。
・高齢者の単身世帯化、生活困窮化の社会状況に対し、生活支援、見守り等を
多職種、地域などとの連携も図り、早急に対応を検討し、取組に努められた
い。
・がん検診の受診率のさらなる向上はもとより、受診後のフォローについても
強化されたい。
・産後ケアについては、上のお子さんがいても利用できるよう、ショートステ
イとの連携を強化し、市民に対し分かりやすく案内されたい。
・出産育児一時金の金額については、現状の出産費用を調査し、実態に合わせ
て引上げを検討されたい。
・認知症施策や認知症サポーター養成、「まちだ互近助クラブ」の支援等、市
民が集まる施策は、新型コロナウイルス感染症への対策を講じつつ、様々な
方策を使って、遅滞なく進められたい。
・後期高齢者医療事業会計において、ジェネリック医薬品のさらなる使用促進
に努められたい。

【認定第２号】
・さらなる増収努力を行い、安定的な病院運営に努められたい。
・医療職員の離職をなるべく防ぐため、職場環境や給与、研修などの雇用条件
の改善に努められたい。

� など計８４件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（健康福祉）
認定すべきものと決定

・職員のメンタル疾患を減らすためにも、復職支援や再発防止支援を全庁で取
り組み、組織的なケア体制の構築に努められたい。
・新たな職員採用試験（ＳＰＩ）の導入により、民間企業を希望する人材のか
けもち受験が増加しているが、公務労働の役割を理解した求められる人材の
確保に努められたい。
・人材育成については、自治体間交流でリーダーシップをとれる職員の育成を
目指し、更なる充実を図られたい。
・入札における契約 (工事請負・物品購入 )について、市内事業者への発注が
増えるよう努められたい。
　特に、物品購入契約の受注率については、改善が必要だ。
・シティプロモーション事業については、費用対効果がわかる評価を取り入れ
られたい。
・業務主管課と連携しデジタル化を進めるとともに、引き続きＡＩ・ＲＰＡ等
の導入を積極的に推進し、一層の業務効率を進められたい。
・ふるさと納税については、市民税控除額と町田市への寄附額の差額が開かぬ
よう、町田市内・市外からの寄附額を増やす方策を講じられたい。
・市保有車両にあっては、早急にドライブレコーダーの普及率を100％にされ
たい。
・自治体間ベンチマーキングの取組を積極的に推進し、業務コスト及び事務処
理工程の改善を一層進められたい。
・収納率向上に向け、今現在の手法以外にも納税しやすい様々な方策を新たに
構築されたい。
・ＳＮＳ発信、ロケの誘致など、市内外に北部丘陵の魅力を発信する取組を実
施されたい。
・ふるさと農具館と七国山ファーマーズセンターについては、老朽化が著しい。
新たな可能性を探り、地域の声を聴き魅力的な地域づくりを目指されたい。
・コロナ禍による個人事業主・中小企業への打撃は、筆舌にし難い。
　町田市新産業創造センター入居企業の不安や至難に対し、真摯に対応された
い。
・ターミナルプラザ、とりわけ市民広場の活性化に向け努力されたい。

� など計６１件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（総務）
認定すべきものと決定

歳入合計
約1,603億円

歳入合計額
160,361,877,587円

令和元年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
14,790,843,700円(9.2%)

繰入金
7,226,058,226円
(4.5%)

市債
10,913,200,000円
(6.8%)

地方消費税交付金
7,125,142,000円
(4.4%)

都支出金
21,363,555,991円
(13.3%)

国庫支出金
29,969,347,800円
(18.7%)

市税
68,973,729,870円
(43.0%)

歳出合計
約1,552億円

歳出合計額　
155,287,979,379円

令和元年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

総務費
18,093,593,964円(11.7%)
総務費
18,093,593,964円(11.7%)

民生費
79,312,899,768円
(51.1%)

民生費
79,312,899,768円
(51.1%)

その他
2,895,944,285円(1.9%)
その他
2,895,944,285円(1.9%)

衛生費
14,034,332,649円
(9.0%)

衛生費
14,034,332,649円
(9.0%)

土木費
15,112,722,560円
(9.7%)

土木費
15,112,722,560円
(9.7%)

公債費
6,963,973,803円(4.5%)
公債費
6,963,973,803円(4.5%)

消防費
5,132,464,804円(3.3%)
消防費
5,132,464,804円(3.3%)

教育費
13,742,047,546円(8.8%)
教育費
13,742,047,546円(8.8%)

議会費 669,484,897円
労働費 36,201,571円
農林費 384,159,814円
商工費 1,806,098,003円

令和元年度決算（一般会計・特別会計）
･令和元年度病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審
査の結果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。


